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真光寺川を清流にする会
世話人  山 口拓郎

【6月 }
6月 5日 (木)里 親通信印刷 。

一木会
14時 から支所で里規通信の印刷、 16時
に配送終了。 18時 から魚民で

一木会。
「まつり」の段取りと役割分担が中心議題、
今年はメダカの調達が課題になりそう。

6月 16日 (月)鶴 二小 ・6年 生来訪
鶴三小の富岡先生と6年生 4名 が来訪。地
域のお年寄りから昔の話を聞く学習。家内
が横浜空襲の体験談を話する。真剣な表情
で聞いていた。午後から 「市民大学のつど
い」の企画会。小学生の作品展示と対話を
中心に進めることにする。

6月 17日 (火)鶴 三小横倉先生から電話
4年 担当の横倉先生から電話がある。学校
の予定にそい全面的に協力する旨伝える。

6月 19日 (本)水 サンプル回収
5時過ぎに家を出る。高曇りで歩くには絶

好の天気。 4ヵ 所回収して 8時 前に帰宅、
シャワーを浴びて

一癌、つく。

6月 24日 (火)和 光鶴小 ・体験学習
中島先生のクラスの 「真光寺川研究」のス

ター トだ。前日雨が降り懸念されたが朝の

観察でさほど増水 していないことを確かめ
ことができホッとする。
子供達は 10時 過ぎに下堰規水に到着する。
びしょ濡れになりながら川に入つて大喜び
である。山岡、黒田さんが対応 して下さる。

7月 13日 (日)清 掃作業
酷暑、真夏の太陽が容赦なく照りつける。
和光鶴小の中島先生のクラスの子供達と父
兄が 20名 余 り作業に参加 してくれた。子
供達は川に入つて大喜びだ。広報担当の父
兄の取材を受ける。終了後、いちょう会館
で 「まつり」の打合せ。

7月 17日 (木)水 サンプル回収
5時 に家を出る。高曇り、朝の風が爽やか
だ。 8時 前に帰宅、 9時 に松前さんへお渡
しする。
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5月 14日 (水)南 東建訪問
真光寺川の変遷を尋ね、魚道や蛇籠の設置
をお願いするため訪間する。 4名 の係官が
出席し懇切に対応 して下さる。次回は現地
において実地検討を行 うことになつた。

5月 15日 (木)水 サンプル回収
家を5時 半に出る。快晴、風が1夫い。鶴川
設備工業裏で年輩の方が川の中の草を刈つ
ていた。カルガモのためと言つていた。
8時 に帰宅。 9時 、松前さんにお渡しする。
午後、和光鶴小へ 「町田ごみフェスタ20

07」 の報告書を 35冊 持参する。松井先
08亨Z霞 死専炉i祭ヒ


